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数 学   問題Ⅱ（記述式）解答例 

 𝑓(𝑥) = 𝑥 −3𝑎 𝑥 + 𝑎 とおくと，𝑓’(𝑥) = 3(𝑥 − 𝑎 ) = 3(𝑥 + 𝑎)(𝑥 − 𝑎) となる。 
したがって 𝑎 ≠ 0 ならば，𝑓(𝑥) は 𝑥 = 𝑎, −𝑎 で極値をとる。極大値が正で， 
かつ極小値が負となれば，𝑥 − 3𝑎 𝑥 + 𝑎 = 0 は異なる 3 つの実数解をもつ。  
・𝑎 > 0 のとき  𝑓(𝑥) は 𝑥 = −𝑎 で極大値 をとり， 
 𝑥 = 𝑎 で極小値 をとる。 

かつ を解くと となる。 
増減表 𝑥 …… −𝑎 …… 𝑎 …… 𝑓′(𝑥) ＋ 0 − 0 + 

𝑓(𝑥) ↗ 2𝑎 𝑎 + 12  ↘ −2𝑎 𝑎 − 12  ↗  
・𝑎 < 0 のとき  𝑓(𝑥) は 𝑥 = 𝑎 で極大値 をとり， 
 𝑥 = −𝑎 で極小値 をとる。 

かつ を解くと となる。 
増減表 𝑥 …… 𝑎 …… −𝑎 …… 𝑓′(𝑥) ＋ 0 − 0 + 

𝑓(𝑥) ↗ −2𝑎 𝑎 − 12  ↘ 2𝑎 𝑎 + 12  ↗  
・𝑎 = 0 のとき  𝑓(𝑥) = 𝑥  となり，𝑓(𝑥) = 0 の実数解は 𝑥 = 0 のみとなる。 
以上より，  ，  
 
※記述式問題の解答例は一例です。その他に別解がある場合があります。 

𝑓(−𝑎) = 2𝑎 𝑎 + 12  

𝑓(𝑎) = −2𝑎 𝑎 − 12  

2𝑎 𝑎 + 12 > 0 −2𝑎 𝑎 − 12 < 0 𝑎 > √22  

𝑓(𝑎) = −2𝑎 𝑎 − 12  

𝑓(−𝑎) = 2𝑎 𝑎 − 12  

−2𝑎 𝑎 − 12 > 0 2𝑎 𝑎 + 12 < 0 𝑎 < − √22  

𝑎 > √22  𝑎 < − √22  
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